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ＡＳＩＡ
ミャンマー外国投資法の主な内容

旧　法 新法（ドラフト）
●土地の利用権
外国資本は政府から
のみ土地のリースを
受けられる 民間の
土地はリース禁止

民間の土地もリー
ス可能 土地利用
権の転貸も可能

●株式の譲渡

言及なし

ミャンマーに設立
された法人の株式
を他の外国法人・
個人に譲渡できる

●法人税の免税期間

３年 ５年

●外国資本比率

言及なし

％国内資本が
実行できない多額
で、高度技術を要
する投資
％上記以外の投資
出典：ＫＰＭＧバンコク

三菱レイヨンが運転管理事業に乗り出す中国の染色工業園区の
排水処理・再利用設備

ＣＨＩＮＡ

ＩＭＦ世界経済見通しの成長率予想

年 年

世界全体 　 　

米　国 　 　

日　本 　 　

ユーロ圏 　

　ドイツ 　 　

　フランス 　 　

　イタリア

　スペイン

英　国 　 　

カナダ 　 　

中　国 　 　

インド 　 　

ロシア 　 　

ブラジル 　 　

（注）実質ＧＤＰ伸び率 単位％ カッコ
内は 年７月時点の予想

尖閣問題の日系車メーカーへの影響
社　名 ９月の販売 生産対応

トヨタ 万 台 月の生産を計画
比半減

日 産 万 台 販売状況に合わせ
生産調整

ホンダ 万 台 販売状況に合わせ
生産調整

スズキ 万 台 ８日から通常稼働

マツダ 万 台 販売状況に合わせ
生産調整

三菱自 台 現時点では通常稼
働を予定

富士重 台 日本からの輸出減
の可能性も検討

注：カッコ内は前年同月比増減率％ は
マイナス

ＴＥＬＯＰ
■すい臓がん薬、台湾社に製造権

ナノキャリア（８日８面）
　

■新興国の販売会社を統合
ＪＶＣケンウッド（ 日９面）

　

■タイの銀行に信用保証状
常陽銀行（ 日 面）

　

■ベトナムで家庭向け消火器
ヤマトプロテック（ 日７面）

　

■アジア７拠点もシスコ認定
ネットマークス（ 日 面）

　

■成田―ソウル線就航
エアアジア（ 日 面）

　

■エアアジアが成田―釜山線
月 日就航（ 日 面）

　

■印のインフラ進出支援で新会社
サン アンド サンズなど（ 日３面）

　

■東レ、インドネシアに製造拠点
樹脂コンパウンド年 （ 日 面）

　

■シンガポール支店を開設
アストモスエネ／ＬＰＧ（ 日 面）

　

■インド工場、生産回復進む
スズキ（ 日５面）

　

■インドネシアの地熱発電に出資
三菱商事（ 日２面）

　

■新田ゼラチン、ベトナムに合弁
ゼリーなどの食品素材（ 日３面）

　

■西川ゴム、インドネシアに合弁
車用ゴム・樹脂製品を量産（ 日５面）

　

■カンボジアで多機能素材
タイカ／靴の衝撃吸収材（ 日 面）

　

■ニプロ、パキスタンに事務所
糖尿病関連の医療機器（ 日３面）

　

■自動車保険コールセンター開所式
東京海上／ジャカルタ（時事 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　こういう時期だからこそ就航
　成田―仁川線を就航す
る格安航空会社のエアア
ジア・ジャパン。社長の
岩片和行さんは日韓関係
が冷え込む中で「こうい

う時期だからこそあえて就航させて交流
を深める」と意欲。「国内線と国際線で
リスクを最小化」。初の国際線はリスク
を乗り越えられるか。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　海外が他人事でなくなる

　「社員が現地に行くと
自社の事業展開を他人事
ではないと感じるように
なる」と効果を説明する
のは、ボールベアーなど

を手がける井口機工製作所専務の井口威
佐美さん。出張を通じて海外体験を進め
る。韓国には毎月、３人ずつ出張、京畿
道の工場で情報交換。 （ 日 ８面）

　

□ 月８日（月）　□
　

■ミャンマー、　変わる投資環境
内閣に経済通多用／改革進める

　

　ミャンマーの投資環境が一段と変わり
始めた。改正外国投資法が年内にも成
立、内閣改造で経済通を多用し改革を進
める。半面、進出ラッシュでホテルやオ
フィスが値上がり。（時流読流 ３面）
　

■宇部興産、タイヤ用ゴムを増産
年 万 ／新興国向け

　

　宇部興産は、千葉石油化学工場で自動
車タイヤ側面のサイドウォールに使う合
成ゴムの生産を拡大する。年産能力 万

。タイヤ大手が進める新興国での
生産増強に対応。 （１面）
　

■ＴＤＦ、インドネシアに合弁
車部品／鍛造品換算年１万

　

　ＴＤＦは、インドネシアで自動車部品
工業などとの合弁で新会社を 月に設立
する。鍛造品・鋳造品の機械加工部品と
組み立て部品を生産する計画で、生産能
力は鍛造品換算で年１万 。 （６面）
　

□ 月９日（火）　□
　

■テルモ、ベトナムに工場
血液バッグ・成分採血キット

　

　テルモは、ベトナムのホーチミン市近
郊にあるロンドウック工業団地に工場用
地を取得した。土地面積は約 万平方
。血液バッグや成分採血キットを
年夏をめどに生産する。 （ 面）
　

□ 月 日（水）　□
　

■日韓通貨スワップ延長せず
増額措置／火種残る

　

　財務省は、 月末に期限を迎える日韓
通貨スワップの増額措置を延長しないこ
とを決めた。エコノミストの間では「政
治的な火種が残る」と日韓経済に影響が
及ぶことを懸念。 （２面）
　

■ジャカルタのインフラ整備合意
日本・インドネシア／３兆円規模

　

　日本とインドネシア両国政府は、ジャ
カルタを中心とする首都圏のインフラ整
備計画に関する閣僚会合を開いた。 件
の整備計画を承認。総事業規模は約
兆 （約３兆 億円）。 （３面）
　

■協和工業、タイに新工場
ジョイント月 万 ／日系向け

　

　協和工業は、タイ・プラチンブリ県に
自動車など向けのユニバーサルジョイン
ト工場を 年末をめどに建設する。新
工場の月産能力は２倍の 万 。日系自
動車メーカーから新規受注。 （６面）
　

□ 月 日（木）　□
　

■インドネシアで鉄道工事
ジャカルタ／三菱重工・住商

　

　三菱重工業と住友商事は、インドネシ
ア運輸省鉄道総局から、幹線鉄道の電化
と複々線化工事を受注した。約 億
円。ジャカルタ首都圏の電化工事や全線
の既設信号置き換え。 （３面）
　

■ベトナムに合板の製造合弁
王子ＨＤ／年３万

　

　王子ホールディングスは、グループ企
業の王子木材緑化がベトナムに合弁で
月に合板製造会社を設立する。年産能力
約３万立方 。ベトナム北部のクアンチ
ャウ工業団地で 年 月。 （ 面）
　

□ 月 日（金）　□
　

■ミャンマー延滞債権を解消
億円／来年１月

　

　ミャンマーへの経済支援を議論する東
京会合で、日本政府はミャンマーの延滞
債権を 年１月に解消する。約 億
円で、最大の債権国。新規の円借款を再
開することも表明した。 （２面）
　

■ＮＴＮ、アジア現調 ％
欧米並み／コスト低減・価格競争力

　

　ＮＴＮは、中国を含むアジア地域の現
地調達を現在の約 ％から約 ％に
年度めどに高める。生産コスト低減や価
格競争力向上を狙い、既に実現している
欧米並みの現調率を目指す。 （５面）

　

■フィリピン４割増、年５万台
三菱自／車種拡大も視野

　

　三菱自動車は、 年度にフィリピン
の新車販売台数を、４割増の年５万台
に。世界戦略小型車 ミラージュ を市場
投入、車両組立工場の余剰生産能力を活
用し現地生産の車種拡大も。 （５面）
　

■ＰＯＳ、アジアで１万台
富士通フロンテック

　

　富士通フロンテックは、アジアでＰＯ
Ｓを約 台増の１万 台を 年度
に販売する。中国向けで 台の販売を
計画し、現地のコンビニエンスストア向
けなどを中心に提案を進める。（８面）
　

□ 月 日（火）　□
　

■ベトナムで大規模農場コンサル
サナース／堆肥化を指導

　

　サナースは、ベトナムで大規模農場で
の堆肥化コンサル事業に乗り出す。同国
の乳業大手ＴＨミルクから堆肥化に必要
な機械の導入から運用指導までを一括受
注した。約１億 万円。 （８面）
　

■半導体材料、韓国で生産
富士フイルム／ＢＣＰ強化

　

　富士フイルムは、韓国で半導体向け材
料の商業生産を 年夏から始める。Ｃ
ＭＰスラリーを皮切りに、現像液やクリ
ーナー、エッチング液も順次生産する。
生産分散化でＢＣＰ強化。 （ 面）
　

■全日空がミャンマー直行便
飛行機大型化で需要対応へ

　

　全日本空輸が、ミャンマー直行便の成
田―ヤンゴン線を 年ぶりに就航。大韓
航空やタイ国際航空も新規・増便で攻
勢。全日空は飛行機の大型化を進め需要
を取り込む考えだ。 （ 面）
　

□ 月 日（水）　□
　

■ＴＰＰ、早期交渉入りを
韓国先行を懸念／同友会代表幹事

　

　経済同友会の長谷川閑史代表幹事は、
定例会見で「韓国がＴＰＰにいつでも参
加できるとも聞いている。先に協議入り
されると好ましくない」と、わが国の早
期交渉入りを改めて要望した。（３面）
　

■日系自動車－インドに活路
中国不振に対応

　

　日系自動車大手がインド市場で攻勢。
日産自動車は 車種の新型車を、ホンダ
はディーゼル搭載 ブリオ を投入する。
トヨタ自動車はベンガルール近郊に第３
工場を検討。中国不振に対応。（５面）
　

■シンガポールにアジア事業拠点
３Ｄマトリックス／ペプチド医療品

　

　スリー・ディー・マトリックスは、生
体内でゲル化する特殊なペプチドを用い
た医療製品を事業化するため、 月下旬
にアジア地域の事業拠点となる子会社を
シンガポールに設立する。 （ 面）
　

■ファミマ、インドネシア１号店
ジャカルタ郊外／ 店体制

　

　ファミリーマートは、インドネシア１
号店をジャカルタ市郊外に 日開いた。
インドネシア消費財製造大手 とエ
リアフランチャイズ契約を結び進出５年
で 店体制を目指す。 （ 面）
　

□ 月 日（木）　□
　

■タイで熱処理能力を倍増
東研サーモ／自動車部品

　

　東研サーモテックは、自動車部品など
の熱処理加工を受託するタイ生産子会社
の北工場を拡張し、熱処理能力を今夏比
で倍増する。既存棟を増築、来年初に４
棟目の新棟を稼働。 （５面）
　

■Ａ＆Ｄ、東南アに新工場
億円投資／将来は主力工場に

　

　エー・アンド・デイは、３―５年以内
に東南アジアに新工場を設ける。総投資
額は 億― 億円。現在、量産品は中国
の深 工場で生産。将来は中国工場を縮
小し東南アジアを主力工場に。（７面）
　

■ＮＴＴコム、ミャンマー事務所
進出企業のＩＣＴ支援

　

　ＮＴＴコミュニケーションズは、ミャ
ンマーのヤンゴン市にＮＴＴコムタイの
支店として新事務所を開設した。多国籍
企業の情報通信技術（ＩＣＴ）システム
をサポートする。 （９面）
　

■表面処理剤、インドネシア生産
受託加工設備も／貴和化学薬品

　

　貴和化学薬品は、インドネシアで金属
表面処理剤の製造と同剤を用いた表面処
理受託加工に 年中に乗り出す。金属
表面処理剤の製造と受託加工設備を併せ
持つ拠点を設置する。 （ 面）
　

■シンガポールで日本株売買助言
ＳＭＢＣ日興証券

　

　ＳＭＢＣ日興証券は、シンガポールの
％子会社を通じて、現地で日本株の

売買やＭ＆Ａに関する助言業務を始め
た。同社はシンガポールをＡＳＥＡＮ地
域のハブと位置付けている。 （ 面）
　

■日本の中小 社、韓国から調達
ソウルで商談会

　

　日本の中小企業が韓国で部品や資材な
どの調達に動きだしている。日本企業

社が、韓国ソウルの「日韓産業技術フェ
ア」の商談会に参加（韓国 社）。商
談件数は 件に上った。 （ 面）
　

■中部支部でアジア展開
工具再研削／切削フォーラム

　

　切削フォーラム は、アジアでの工具
再研削事業の開始へ調査。中部支部を中
心にタイやベトナム、インドネシアなど
の日系製造業のニーズや現地再研削業者
の技術レベルを把握する。 （ 面）
　

□ 月 日（金）　□
　

■ＪＥＳＣＯ、ミャンマーに進出
建物設備の設計／ソフト開発

　

　ＪＥＳＣＯホールディングスは、ミャ
ンマーに進出する。同国政府がヤンゴン
市に整備中の拠点に 年３月にも入居
し、建物設備の設計やソフトウエア開発
業務に乗り出す。 （３面）
　

■トヨタ、タイでディーゼル増産
年 万基／ 億円投資新ライン

　

　トヨタ自動車は、タイでディーゼルエ
ンジンの生産能力を増強する。鋳造から
組み立てまで一貫で設備を増強。約
億円投資。新ラインの生産能力は年間約
万基。タイで合計約 万基。（５面）

　

■ベトナムに熱処理工場
山一ハガネ／日系向け来春稼働

　

　山一ハガネは、ベトナム・ホーチミン
市郊外で熱処理や特殊鋼販売を 年春
に始める。日系自動車関連の金型部品メ
ーカーなどを顧客に取り込む。将来は精
密部品加工なども手がける。 （８面）
　

■ＬＥＤ照明、タイに第３工場
遠藤照明／月産 万台

　

　遠藤照明は、タイで３拠点目となるＬ
ＥＤ照明器具の工場を建設する。約６割
増の月産 万台以上に。 年７月稼
働。日本での節電意識の高まりで需要が
急増。供給不足の懸念。 （９面）
　

■タイで合成ゴム原料生産
年産２万 ／三洋化成が共同調査

　

　三洋化成工業は、ＪＸ日鉱日石エネル
ギーとタイの石油化学事業会社ＳＣＧケ
ミカルと、合成ゴム原料「ＥＮＢ」の製
造販売の事業化検討で契約。ラヨーン県
に年産２万 の製造装置。 （ 面）
　

■関西の水処理、ベトナムに照準
工業団地関係者招く／近畿経産局

　

　近畿経済産業局は、水処理技術で関西
企業のベトナム深耕を支援する。 月末
にベトナムの政府官僚や工業団地運営・
管理者らを関西に招く。工業団地の排水
処理システムの受注を狙う。 （ 面）

ＴＥＬＯＰ
　

■バッテリーのセンサー中国生産
古河電工／年 万台（ 日６面）

　

■蘇州で中国子会社の開所式
平和発條（ 日 面）

　

■三菱電機、サービスを強化
産業メカトロニクス製品（ 日６面）

　

■ＬＥＤ照明企業と資本提携協議
シーシーエス（ 日８面）

　

■香港に海外統括会社
サガミチェーン（ 日３面）

　

■ファミマ、中国 店
現地の最大店舗網（ 日 面）

　

■中国貿易支援ローン
池田泉州銀行（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　自分たちの害になる
　「中国で一部商談が保
留になっている」と浮か
ない表情なのは、富士フ
イルム会長兼ＣＥＯの古
森重隆さん。中国工場が

デモ被害を受けた。「中国工場は雇用な
どで中国のためにもなっている 日系工
場の襲撃は 自分たちの害になる と冷静
な行動を求める。 （ 日 ８面）

□ 月９日（火）　□
　

■碌々産業、東莞にサービス拠点
スマホ加工機向け／南部を強化

　

　碌々産業は、東莞市に工作機械のサー
ビス拠点を 年に新設する。中国南部
の顧客対応を強化するのが狙い。スマー
トフォン関連の金型や治具加工に使う微
細加工機の受注が増えている。（５面）
　

■蝶理、車シート織物を海外調達
中国・タイなど／月 万ｍ

　

　蝶理は、海外からカーシート用織物を
調達する。これまで国内のみだったが、
中国、タイ、インドネシア、米国、メキ
シコに調達先を確保。 年度に供給量
を約５倍の月 万 に。 （ 面）
　

□ 月 日（水）　□
　

■中国の建機見本市に不参加
コマツ・日立建機・コベルコ建機

　

　上海市での世界３大建設機械見本市
バウマ・チャイナ にコマツ 日立建機
コベルコ建機の日本大手３社が出展見送
り。コマツは尖閣問題の前から。日立建
機とコベルコ建機がキャンセル （１面
　

■日系自動車、大規模減産
トヨタ・ホンダ半減／ 月

　

　日系自動車メーカーが中国で大規模な
減産に入った。トヨタ自動車やホンダは
月は半減する。日本車の買い控えが広

がり、各社とも生産調整する。長引けば
戦略の見直しも。 （６面）

　

■中国、 年ぶりに８％割れへ
今年成長 ％に下方修正

　

　ＩＭＦが世界経済見通し。 年の中
国の実質ＧＤＰ伸び率は ％に下方修
正され、 年ぶりに通年で８％を割る見
通し。なお、世界全体では ％に減速
すると警告した。 （２面）
　

■日中軋 －苦悩する中小企業
事業の見直し迫られる

　

　日中政府の軋 のはざまで、中国に進
出した日本企業が対応に苦慮している。
不買運動で日本製品に影響が出始めてお
り、中小企業には事業の見直しを迫られ
る例も少なくない。（深層断面 面）
　

□ 月 日（木）　□
　

■上海の楽器展に出展
中小 社・団体／尖閣問題乗り越え

　

　中国で「メード・イン・ジャパン」の
楽器をアピール―。国内の中小楽器メー
カーなど 社・団体が、上海での楽器関
連の国際展示会 に尖閣
問題を乗り越えて出展。 （１面）
　

■日商会頭「中小にも大打撃」
日中問題／大企業の減産直撃

　

　日本商工会議所の岡村正会頭は「大企
業の減産で、中小企業にも大きな影響が
出てくる」との懸念を表明した。自動車
メーカーなどが中国での事業展開が厳し
さを増していることについて。（３面）
　

■鋳物、アジアで最適生産
台湾２社と連携

　

　木下製作所は、アジアで鋳物製品の最
適生産に乗り出す。台湾の鋳物メーカー
２社と連携し、日本、台湾、ベトナムの
各拠点で製品や納入場所に応じた生産体
制を構築する。 （ 面）
　

□ 月 日（金）　□
　

■中国は対話の機会逸している
ラガルドＩＭＦ専務理事

　

　ＩＭＦのラガルド専務理事は会見で、
中国の中央銀行総裁らがＩＭＦ・世銀総
会の欠席に「ＩＭＦは対話の場を提供。
総会では優れた議論が行われており、せ
っかくの機会を見逃している （２面）
　

■中国のＳＡＰ増産見送り
日本触媒／中国減速・需要低迷

　

　日本触媒は、中国における高吸水性樹
脂 ＳＡＰ の生産能力増強の計画を、凍
結を含めて再検討。 年７月に増強す
る計画だったが、中国の経済減速や今後
の需要低迷を考慮した。 （ 面）
　

■鶴田電機、中国・東南ア開拓
装置・機械向けトランス

　

　鶴田電機は、装置・機械メーカーから
のトランスの受注・販路開拓に乗り出
す。海外は香港とシンガポールで現地代
理店と提携し、東南アジアや中国での販
路を開拓する。 （ 面）
　

□ 月 日（火）　□
　

■丸紅、穀物部門を米社に統合も
中国輸出効率化

　

　丸紅は、穀物部門を米穀物大手のガビ
ロンに移管・統合する方向で検討に入っ
た。ガビロンを約 億円で買収で６月
基本合意。中国向け輸出を効率化するの
が狙い。 （１面）
　

■中国の成長鈍化、色濃く
９月の卸売物価７カ月連続マイナス

　

　中国経済の成長がさらに鈍化する懸念
が強まっている。９月の卸売物価は
％低下 ７カ月連続のマイナス ７―９月
期ＧＤＰも減速を裏づける数値の予測。
生産低迷が長引いている。 （２面）
　

■中国新車販売、２カ月で正常化
客足は改善／日産副社長

　

　日産自動車の西川廣人副社長は、落ち
込んだ中国新車販売について「今後、２
カ月ぐらいで正常化してくるのではない
か」。また「客足は日々改善。回復のポ
イントはスピードだ」。 （３面）
　

□ 月 日（水）　□
　

■曙ブレーキ、減産を継続
フル稼働の ％など

　

　曙ブレーキ工業は、デモによる自動車
メーカーの生産調整に伴い、中国でブレ

ーキ部品の減産を継続。日産自動車向け
を中心にディスクブレーキなどを供給す
る会社がフル稼働の ％など。（５面）
　

□ 月 日（木）　□
　

■中国のＴＶ、日本勢２割切る
反日ムード鮮明

　

　国慶節連休の中国テレビ販売で、日本
メーカー８ブランドの合計シェアが、前
年同期の ％から ％に急低下した。反
日ムードの影響が鮮明に。中国の調査会
社のデータによる。 （時事 ２面）
　

■中国人の対米観、大幅悪化
好意的でない ％← ％

　

　中国人の対米観が過去２年間で著しく
悪化した。米調査機関の世論調査。米国
に好意的な中国人は前回 年の ％か
ら ％へ下落。好意的でない回答者が
％から ％へと増えた。（時事 ２面）
　

■センコー、蘇州に物流センター
日系向け／将来は全土へ配送

　

　センコーは、中国最大の物流センター
「蘇州物流センター」を江蘇省蘇州市に
開設、営業を始めた。同市の日系企業向
け。将来は顧客を拡大し、中国国内での
配送業務なども展開する方針。（ 面）
　

□ 月 日（金）　□
　

■中国ＧＤＰ、７期連続減
７―９月期 ％増

　

　中国の 年７―９月期のＧＤＰは、
実質で前年同期比 ％増と、７期連続
で減速した。前期比では ％増。通年
で 年ぶりに８％を割る可能性。国家統
計局が発表した。 （時事 ２面）
　

■日中減速、歯止めかからず
日本もＧＤＰマイナスの観測

　

　中国と日本の経済減速が鮮明になって
きた。中国７―９月期実質ＧＤＰは７期
連続減。一方、日本も前期比でマイナス
を避けられないとの観測。日中経済は正
念場を迎えている。 （２面）

　

■物的被害 億円
反日デモ／全銀協会長

　

　全国銀行協会の佐藤康博会長（みずほ
ＦＧ社長）は、尖閣諸島問題による日本
経済への影響について「反日デモによる
日本企業の 物的被害は 億円程度で
はないか」と見通しを述べた。（２面）
　

■ＮＣ装置の世界シェア ％
三菱電機／常熟・新工場で一貫生産

　

　三菱電機は、ＮＣ装置の世界シェア
％を目指す。常熟市で 月に稼働する新
工場で、小型工作機械向けにミドルエン
ドのＮＣ装置を一貫生産する。納期短
縮、品質向上につなげる。 （７面）
　

■北京でノイズ対策提案体制
シールドルーム／村田製作所

　

　村田製作所は、北京で電子機器のノイ
ズ対策提案体制を整えた。現地営業拠点
にシールドルームと近傍磁界分布測定装
置を設置。設計の初期段階から電磁妨害
対策を検証・サポートする。 （９面）

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月２２日 月曜日 　　 （ ）


